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１．環境理念・環境経営方針 

 

 

第一大宮株式会社は人と自然が共存できる豊かな社会づくりに貢献し、この美

しい地球を遠い未来まで残すべく事業活動を行います。 

 

 

 

 

１． 環境負荷低減 省資源・省エネルギー施策の展開と物流資材のリターナブル化・廃                  

材のﾘｻｲｸﾙ化を推進し、さらに廃棄物の削減などによる負荷低減活動に努めます。 

２． 環境商品開発 再生品使用製品・単一素材製品を積極的に企画開発して販売する。

また顧客に製品のリターナブル化を提案し、環境負荷低減に貢献します。 

３． グリーン購入の推進 ﾘｻｲｸﾙ品を使用した原材料や、環境に配慮した事務用品の購

入を推進します。 

４． 化学物質の適正管理 使用量、保管量を把握し、適正管理に努めます。 

５． 環境活動の維持 環境経営目標を設定し、定期的に見直しを図りながら継続的改善

に取組みます。 

６． 法令の遵守 事業活動にあたって法規制・条例及びその他要求事項を遵守します。 

７． 教育・啓発活動 環境教育を通じ社員の意識を高め、環境保護活動を推進します。 

 

 

 

制定 2003 年 09 月 01 日 

改定 2012 年 11 月 20 日 

   第 一 大 宮 株 式 会 社 

代表取締役社長 松岡貴峰 

 

 

環境理念 

環境経営方針 
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２．組織の概況 

 

① 事業所名及び代表者名 

第一大宮株式会社 代表取締役社長 松岡貴峰 

 

② 所在地 

本社・大阪工場  〒566-0045 大阪府摂津市南別府町 16-16 

北 大 阪 工 場   〒569-0835 大阪府高槻市三島江 1-7-40 

東 京 営 業 所   〒103-0012 東京都中央区日本橋堀留町 1-8-10 

摂 津 工 場   〒566-0062 大阪府摂津市鳥飼上 4-10-46 

 

③ 環境管理責任者及び連絡 

  責任者    総務経理部  部長 福永博之 

  連絡先    hfukunaga@no1ohmiya.co.jp 

 

④ 事業内容 認証・登録範囲 

  プラスチック製品の製造・販売 

 

⑤ 事業規模(2022 年度) 

項  目 本社・大阪工場 北大阪工場 東京営業所 摂津工場 事業所計 

売上高 （百万円） 723 309 486 210 1,728 

従 業 員 数 30 6 6 4 46 

工場延べ床面積 2,338 ㎡ 1,136 ㎡ 102 ㎡ 1,182 ㎡ 4,758 ㎡ 
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⑥ 認証・登録の対象組織・活動 

認証範囲 全社全組織 

第一大宮㈱エコアクション 21 体制 

 

 

EA推進委員

摂津/北大阪
工場長

製造部

摂津工場
北大阪工場

EA推進委員

製造本部長

製造部

大阪工場

EA推進委員

営業部長

EA推進委員

総務経理部長

社長

環境管理責任者

総務経理部長

総務経理部長

EA推進本部

営業部

大阪営業所
東京営業所

総務経理部
業務部

役割・責任
・EA21の運用に関する統括責任
・実施体制の構築
・環境経営目標、環境経営計画を承認
・全体の評価と見直し
・環境経営管理システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等の準備
環境経営方針を策定して、達成状況を把握し必要な場合改善を行い、全従業員に周知する
・環境経営レポートを承認
・環境経営目標、環境経営計画を承認
・環境経営管理システムの構築、管理、実施
環境関連法規等の取りまとめ表を作成
環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営計画書を作成し、実績を集計して代表者へ報告
・環境経営レポートの作成
・自部門における環境経営管理システムの実施
・自部門における環境経営方針の周知徹底
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門の問題点の発見・是正・処置

社長

環境管理
責任者

EA推進本部

EA

推進委員
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３．環境経営目標及びその実績 

① 2020 年から 2022 年の実績 

 

※電力の排出係数は、(株)エネットの 2015 年度実績、調整後 0.441kg-ＣＯ₂/kＷh と、東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ㈱の 2015

年度実績、調整後 0.491kg-ＣＯ₂/kＷh を使用 

項目 単位 場所 2020年 2021年 2022年

電力使用量 ｋWh 本社 197,910 185,324 167,363

北大阪工場 78,228 79,660 63,771

東京営業所 14,661 12,612 11,581

摂津工場 52,185 55,380 49,561

全社計 342,984 332,976 292,276

本社 262 246 231

北大阪工場 184 187 206

東京営業所 23 20 24

摂津工場 246 261 236

全社計 169 175 169

ガソリン使用量 ℓ 本社 5,274 9,199 7,297

北大阪工場 0 0 0

東京営業所 2,021 1,025 721

摂津工場 0 0 0

全社計 7,295 10,224 8,018

CO₂排出係数 Kg-CO₂/ｋWｈ 本社 0.441 0.441 0.441

北大阪工場 0.441 0.441 0.441

東京営業所 0.491 0.491 0.491

摂津工場 0.441 0.441 0.441

CO₂排出量（電力＋ガソリン） ｋｇ-CO₂ 本社 99,523 103,085 90,748

北大阪工場 34,499 35,130 28,123

東京営業所 11,891 8,572 7,360

摂津工場 23,014 24,423 21,856

全社計 168,927 171,210 148,088

売上百万円当たりのCO2排出量 ｋｇ-CO₂/百万円 本社 132 126 126

北大阪工場 81 87 91

東京営業所 19 20 15

摂津工場 109 93 104

全社計 83 90 86

一般廃棄物排出量 ｔ 本社 1.4 2.1 2.0

摂津工場 2.6 2.3 2.2

東京営業所 0.8 0.8 0.8

全社計 4.8 5.2 5.0

産業廃棄物排出量 ｔ 本社 19.6 22.6 16.0

北大阪工場 0.0 0.0 5.0

摂津工場 0.0 0.0 0.0

全社計 19.6 22.6 21.0

水使用量 ｍ³ 本社 234 191 214

北大阪工場 43 43 83

東京営業所 59 69 77

摂津工場 39 44 39

全社計 375 347 413

環境配慮新製品の売上 千円 全社 136,916 168,322 132,301

売上百万円当たりの電力使用量 ｋWh/百万円
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② 2023 年～2025 年環境経営目標 

 

 

目 的 
単 位 

基準年度 

（2015 年） 

目  標 

2023 年度 

(基準年度比） 

2024 年度 

(基準年度比） 

2025 年度 

(基準年度比） 

低
炭
素
社
会
の
実
現 

CO₂の削減 

(売上高比） 

㎏-CO₂/ 

百万円 
111  111  （0%） 111  （0%） 111  （0%） 

  

電 気 ｋWｈ 280,555  272,000 （▲3%） 272,000 （▲3%） 272,000  （▲3%） 

ガソリン ℓ 18,675  18,115 （▲3%） 18,115 （▲3%） 18,115  （▲3%） 

循
環
型
社
会
の
実
現 

産業廃棄物 

の削減 
トン 7.2  21.6 （+200%） 21.6 （+200%） 21.6 （+200%） 

水使用量 

の削減 
  ㎥ 613 398 （▲35%） 398  （▲35%） 398  （▲35%） 

グリーン購入 

の推進 
％ 42.7  44.0  （＋1%） 44.0 （＋1%） 44.0  （＋1%） 

環境配慮製品

の推進 
千円 104,035  150,000 （＋44％） 150,000 （＋44％） 150,000 （+44％） 
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売上比CO₂排出量の推移

全社

当社は平成 7年よりエコアクション

21 の活動に取り組み、右記グラフが示

すように、各拠点の各人が会社で定め

たエコへの取組を実直に継続してきた

結果、右記グラフが示すように、毎期

着実に売上に対するＣＯ₂排出量を減少

させてきました。その他の数値につい

ても同様であり、エコへの取組・社員

の意識の変化が結果に表れています。 

今後は、大幅な改善は見込めず、現状

維持目標とするが、弊社の環境配慮製

品の売上に関しては、大きく伸ばすこ

とで地球環境に貢献する事が弊社の使

命と考えています。 
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③ 2022 年度環境経営目標達成状況と評価並びに次年度の取組内容 

目的 単位 
基準年度 

（2015 年） 

2022 年度目標値 

(基準年度比） 

2022 年度実績 

(基準年度比） 
評価と次年度取組み 

低
炭
素
社
会
の
実
現 

CO₂の削減 

(売上高比） 

㎏-CO₂/ 

百万円 
111 110 （▲1%） 86  (▲23%） 

CO₂削減は年々着実に実行され、

今後大きな削減は見込めないも

のの、2022 年度も、仕事の効率

化が進み、近年の水準が維持で

きている 

  

電気 kWh 280,555 272,000 （▲3%） 292,276  （△4%） 

2022 年度は、大幅売上げ減少に

伴い電気使用量も減少した。 

 

燃料 ℓ 18,679 18,115 （▲3%） 8,018  （▲57%） 

営業訪問が少なくなっている為ガ

ソリン使用量は減少している 

循
環
型
社
会
の
実
現 

産業廃棄物

の削減 
トン 7.2 7.2 （▲0%） 21.0 （△192%） 

産業廃棄物は事務所・工場の定

期的な整理で発生したもの。 

今後も５S 運動を推進する。 

水使用量の

削減 
㎥ 613 595 （▲3%） 413  （▲33%） 

製造過程に水の使用は無く、大

半は、トイレでの使用であり、今

後も節水に努める。 

グリーン購

入の推進 
比率 42.7 44.0 （△1%） 57.5  （△35%） 

意識の結果、購入品の 50 ％以

上がグリーン購入品となった。 

今後もグリーン購入に努める。 

環境配慮製

品の推進 
千円 104,035 110,000 （△6％） 132,301 （△27％） 

環境配慮製品については、重要

販売品目と位置付け、地道な営

業活動の結果、その売り上げを

着実に上げており、「人と地球へ

やさしいモノづくりを目指す」との

精神が浸透し、売上は着実に増

加してきた。次年度は現状維持を 

目指す。 

 
化学物質 

の適正管理 
- - 

・化学物質の使用量、

保管量の把握 

・SDS 管理 

・局排設備の管理 

・PRTR物質ごとの年

間使用量の記録保管 

・安全面の適正管理確

認 

化学物質は適正に管理し、使用

場所には局排装置を設置・管理し 

ている。次年度も適正管理を行う 
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（参考）３工場の 2022 年度電気使用量月別及び対前年比較 

 

 

赤線：前年 

本
社 

摂
津 

北
大
阪 



 

8 

 

４．環境経営活動の施策と取組み 

北大阪工場 1階の作業スペースと倉庫部分をカーテンで仕切ることで、作業ス

ペースの空調の効率が上がりました。 
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従来からの施策と取り組み 

 

○昼休み時の事務所等の不要な照明の消灯 ○省エネエアコンへ入替

○デマンド設置による電力使用量の見える化 ○作業場と搬出入口と区切り空調効率を改善

○夏季におけるクールビズの実施
○冬季におけるウォームビズの実施

　
○空調設備の適切な温度設定
　　　　　(冷房28℃　暖房20℃）

○照明のLED化
　

電
気
使
用
量
の
削
減
を
図
る
取
組

６．環境経営活動の施策・取組
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５．環境関連法規等の遵守状況及び違反訴訟等の有無 

環境関連法規等への違反はありません。なお、関係当局より違反訴訟等

の指摘は、過去３年間ありません。 

 

規制法 該当設備・項目 管理基準 点検・測定頻度 
関連 

部門 
遵守評価 

ﾌﾛﾝ排出抑制法 業務用エアコン 
廃棄時の処置 廃棄時 総務部 廃棄なし 

簡易点検票に基づく点検 四半期に一回 総務部 確認済 

廃棄物の処理、

清掃に関する

法律 

・産業廃棄物：廃

ＰＰ、廃金属屑、

木型、水銀使用

製品 

・収集業者、処理業者との

契約、許可証の写し 

・保管基準：表示等 

・ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付状況 

・契約書・許可証の点

検 

・ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付、回

収 

報告（年一回） 

総務部 

製造部 

契約書・許可

証・ﾏﾆﾌｪｽﾄ 

を確認済 

法律に則り

正しく処分さ

れている 

騒音規制法 
・ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ（定

格出力：7.5kW） 

・府条例：定格出力 3.7kW

以上が特定施設 
年一回 

総務部 

製造部 
届出済 

○テレビ会議システムによる出張回数の削減 ○営業車両にハイブリッド車を導入

○ゴミの分別回収 ○不使用時の機械の電源オフ

○コピー用紙の使用量削減
　　　①データーの共有化
　　　②コピー終了時のリセット
　　　③資料のデジタルデータ化
　　　④裏面の再利用

○製品の簡易包装化

そ
の
他
取
組
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規制法 該当設備・項目 管理基準 点検・測定頻度 
関連 

部門 
遵守評価 

振動規制法 
・ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ（定

格出力：7.5kw） 

・府条例：定格出力 7.5KW

以上が特定施設 
年一回 

総務部 

製造部 
届出済 

浄化槽法 ・し尿浄化槽 

・法定検査(水質） 

・保守点検 

・清掃 

年一回 

四半期に一回 

 

総務部 確認済 

家電ﾘｻｲｸﾙ法 

テレビ、冷蔵庫、

エアコン、洗濯

機 

廃棄引渡し時 
引き渡し      

料金支払い 
総務部 廃棄なし 

悪臭防止法 ・キシレン 

・規制地域内の事業場は

全て適用。 

・敷地境界線の許容濃度：

１ｐｐｍ 

  

総務部 

製造部 
苦情無 

評価日 2023 年 6 月 30 日 

 

６．代表者による全体評価と見直しの結果 

エコアクション 21 は、2004 年の本制度開始以来、継続して取り組み、環境

への負荷は各従業員の意識・取組により着実に減少させてきました。併せて、

当社のスローガンである「人と地球にやさしいものづくりを目指す」理念の

下、プラスチック製梱包資材メーカーのパイオニアとして、毎年、新たな環境

負荷低減製品を開発・上市されています。(紙・樹脂)ダンボールに占めるプラ

スチックダンボールの割合は、未だ数パーセントと低く、これからも使い捨て

の「紙製品」から再利用可能な「樹脂製品」の需要は期待できます。また、取

り巻く状況は、企業が商品への異物混入に一層気を使う様になり、紙粉が発生

する紙のダンボールから樹脂ダンボールへの切り替える企業も増える等、弊社

にとってはいい方向に向かってきています。 

2022 年度も、生産性の向上により売上高比 CO₂排出量を大幅削減が出来まし

た。環境付加価値製品を製造・販売する事、即ち当社の事業そのものがエコへ

の取組であり、引き続きこの商品群の販売に注力すると共に、社員にはエコア

クション 21 活動を通じ、環境活動の大切さを教育し継続改善を図りながら、

これからも環境活動に取り組んでまいります。 


